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あらまし 一般に，ユーザは観光の際に目的とする観光オブジェクトについての情報をWebやガイドブックを用い

て収集する．この時，まとめる必要がある多数のオブジェクトの情報を収集し，あるオブジェクトの情報について調

べるとき，ユーザによっては地図で場所を得たり，Webで詳細を調べるなど，定型的な行動をとることがある．この

ような定型的な行動を他のオブジェクトに対しても適応することで，手軽に観光情報を収集するスマートスクラップ

ブックを提案する．
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1. は じ め に

一般に，ユーザは観光の際に目的とする観光オブジェクトに

ついての情報をWebやガイドブックを用いて収集することが多

い．近年では，スマートフォンのアプリで「地球の歩き方」が

出るなど，ガイドブックの電子化が進んでいる．あるオブジェ

クトの情報についてガイドブックの情報では不足している時，

ユーザはオンライン地図で場所を得たり，Web検索で詳細を調

べるなどの行動をとる．この時，ユーザによっては複数のオブ

ジェクトの情報に向けて，図 1のようにスクラップブックを作

成することがある．こうすることで自分専用の旅行のしおりを

持つことができ，観光旅行へのモチベーションを高めることが

できる．しかしながら，Webやガイドブックによる情報収集が

容易となっても，観光オブジェクトごとに必要な情報を収集し，

スクラップブックを作成する場合，オブジェクトが増えるにつ

れて，その手間は増大する．

このようなスクラップブックを作成する際，地図ならば，最

寄り駅や中心的な駅からの位置関係を表示，又，Web情報なら

オブジェクトの詳細情報や見どころといった特定のパターンに

当てはまる情報をスクラップブックに追加すると考えられる．

さらに，あるオブジェクトに対して追加した情報であれば別の

オブジェクトに対しても類似する情報を追加する可能性は高い

と考えた．そこで，地図で場所を得たり，Web で詳細を調べ

るなどの行動を定型的な行動とし，定型行動を他のオブジェク

トに対しても適応することで，手軽に観光情報を収集できるス

マートスクラップブックシステムを考えた.

例えば，ホテルに対して，ある駅との位置関係を示す地図

をスクラップブックに追加するようなユーザは，他の観光オブ

ジェクトに対しても同様にある駅との位置関係を示す地図を追

加する可能性は高いといえる．

以下，本論文の構成を示す．まず 2節では本研究の概要と関

連研究について説明する．3 節ではWeb 操作パターン抽出に

ついて説明する．4節では地図操作パターン抽出について説明

する．5節ではそれぞれについての考察を行なう．

2. 本研究のアプローチと関連研究

2. 1 研究の概要

本研究では，観光オブジェクトの情報収集をする際の定型的

な行動を他のオブジェクトに対しても適応することで，手軽に

観光情報を収集するスマートスクラップブックを提案する．他

のオブジェクトに適用する定型的な行動の抽出方法としてWeb

操作パターン抽出と地図操作パターン抽出の 2つがある．

Web操作パターン抽出とはユーザがあるオブジェクトに関し

て手動でWeb検索結果をスクラップブックに追加した場合に

それを他のオブジェクトに適応させる手法である．ユーザが観

光オブジェクトについてWeb検索を行い，必要なWebページ

を選択したとする．選択されたページにはそれ以外のページに

はない特徴が含まれていると仮定し，特徴を表すキーワードを

抽出する．キーワード含有量と検索結果内のページの順位とい

う指標を利用し，他の観光オブジェクトのページをスクラップ

ブックに自動的に追加する．

地図操作パターン抽出とはユーザがあるオブジェクトに関し

て地図検索及び操作をし，スクラップブックに追加した場合に

それを他のオブジェクトに適応させる手法である．ユーザが観

光オブジェクトについて地図検索を行い，ある地点に対してセ

ンタリングやズームイン，パンなどの地図操作をし，地点が領

域内に含まれるように地図を保存したとする．地点にはユーザ

の興味があると推定でき，興味を表すオブジェクトとして抽出

する．他の観光オブジェクトにこの操作行動を適用する際，観

光オブジェクトと地点が含まれる地図をスクラップブックに自

動的に追加する．

2. 2 関 連 研 究

ある検索行動を別の検索行動に反映する研究について述べる．

加藤ら [1]は入力された検索キーワード Aとキーワード Bとの

関係 Rを抽出し，キーワード Cが入力された時に関係 Rを用

いてキーワード D を出力するという，情報検索手法を提案し



図 1 ガイドブックとスクラップブックの関係図

ている．抽出したパターンを元に関係性から類似したワードに

置き換え適用するといった点で本研究と類似しているが，本研

究では，入力キーワードのみではなく，その検索結果に対する

ユーザの検索操作パターンから関係性を抽出するといった点で

手法が異なる．

森ら [2]は他ユーザの検索ノウハウを自分の検索目的に適用

する手法を提案している．ユーザの検索操作パターンを他の

オブジェクトに対しても適用するといった点では類似している

が，森らは，検索クエリに着目し，その追加や削除，変更など

の複数の操作からノウハウの生成を行っているのに対し，我々

はユーザのページ選択行動からパターンを抽出する点で異なる．

中島ら [3]は相対的問い合わせとその質問処理方法である相

対的マッピング処理方法を提案している．相対的評価に基づい

て情報検索及び抽出を行い人間の主観に適した内容を発見する

という点では類似しているが，本研究では，ユーザのWeb操

作における順位とスニペットの内容から類似した条件を持つ，

他オブジェクトの情報を抽出する点で異なる

平元ら [4]は地図操作からユーザの意図を抽出し，その意図

にあったWeb情報を提示するシステムを構築している．我々は

この研究における地図操作パターンからの意図抽出手法を用い

て，地図操作パターン抽出を行っている．又，スクラップブッ

クに適応するための地名を抽出するために拡張を行う．

石野ら [5]は旅行ガイドブックに対し，旅行ブログエントリ

や質問応答コンテンツを自動的に対応付けることで旅行ガイド

ブックの情報拡張を行い閲覧できるシステムを構築している．

ガイドブックのみでは不足している情報を拡張するといった点

やガイドブック，ブログ，質問応答コンテンツといったメディ

アを横断するシステムを利用するという点で類似しているが，

本研究ではユーザの操作に基づき必要な情報を自動的に追加し

ていくという点で異なる．

また，観光に関する先行研究は多々存在する．倉島ら [6] は

行動範囲と興味情報に基づいて次の行動を予測し推薦するシス

テムを構築している．倉田ら [7]は提示した推薦プランに対す

るユーザの反応を元にプランを改訂し，これを繰り替えすこと

で徐々にユーザの嗜好に適したものへと改善していくシステム

を構築している．上原ら [8]はWeb上に混在する観光情報から

データベースを構築し，ユーザのお気に入りの観光地を入力と

し，複数の特徴ベクトルから観光地間の類似性を評価し推薦す

るシステムを構築している．いずれも観光地の推薦が目的であ

り，本研究は観光地の関連情報の抽出を目的としていることで

手法も異なる．

3. Web操作パターン抽出

本節では，ユーザがあるオブジェクトに関して手動でWeb

検索結果をスクラップブックに追加した場合にそれを他のオブ

ジェクトに適応させる手法を説明する．ユーザが観光オブジェ

クト AについてWeb検索を行い，必要なWebページを選択

したとする．この時，検索結果の一覧から特定のページを選択

したことに何らかの基準が存在すると考えた．我々はその基準

をコンテンツの特徴と，検索結果の順位に依存すると考えた．

コンテンツの特徴としては，選択されたページにはそれ以外の

ページにはないキーワードが含まれていると仮定し，TF-IDF

法を用いてそのページに含まれる特徴的なキーワードを抽出す

る．TF値は選択されたページのスニペット内の単語の出現回

数であり，DF値は検索結果内に対象の単語が含まれるページ

数である．また，検索結果のページの順位に関しては，検索結

果の上位に表示されるページを選択したユーザは，スニペット

の内容を読まずに直感的にページの選択を行う可能性があり，

下位を選択するユーザは，コンテンツの特徴によって選択した

と考えられる．他の観光オブジェクト Bのスクラップブックを

作成する際，観光オブジェクト Bの検索結果からキーワード特

徴及び順位の特徴に合致するページを自動的に追加する．選択

されたページのスニペット内の全ての単語ごとに TF-IDF値を

求め，新たな観光オブジェクトのスクラップブック作成におい

て検索結果中で TF-IDF値の合計が一番高いスニペットを持つ

ページを保存する．なお，その際にページの順位も考慮する．

検索結果スニペット中に全ての特徴語が含まれない場合は保存

しない．

以下の数式によりページの合致度を算出する．

Score(rt) = α× f(rt)×
1

fm
+ (1− α)× 1

rt
(1)

f(rt) =

n∑
x∈X(ru)

TFiDF (x) (2)

α =
ru − 1

2(s− 1)
+

1

2
(3)

式中の Score(rt) はシステムが rt ページ目を保存した際の

スコアである．αは 0.5 <= α <= 1.0で，ユーザが s個中 ru 件

目のページを選択した際に決まる，キーワード含有量とページ

順位のバランスを調整するための重みである．ユーザにより選

択されたページのスニペット内の単語集合は X，その要素が x

である．f は X の TFiDF値の合計である．fm は f の値が最

大となる時の rt 件目の値である．

Web操作パターン抽出の具体的なアルゴリズムは以下である．

（ 1） ユーザが，Webで「観光オブジェクト A」をクエリと

したWeb検索を行う．

（ 2） ユーザが，検索結果から特定のページを選択する．

（ 3） ユーザが，「観光オブジェクト A」のスクラップブック

にこのページを保存する．

（ 4） システムは，ユーザの選択したページのスニペット内

の TF-IDF値を算出し，順位の重み αを決定する．



図 2 三十三間堂についてのWeb 検索行動

（ 5） 次にユーザが，「観光オブジェクト B」のスクラップ

ブックを作成する．

（ 6） システムは，ユーザの操作パターンを元に検索結果ス

ニペットに対し，式 1によりスコアを算出し，最も高くなった

ページを抽出する．

（ 7） システムが，6で検出されたページを自動的にスクラッ

プブックに保存する．

図 2は，Googleで三十三間堂を検索した例である．選択さ

れたページにはそれ以外のページにはない「イベント」という

キーワードが含まれているため，これをキーワードとし抽出す

る．新・都ホテルにこのWeb検索行動を適用する時には，新・

都ホテルによる検索で抽出した「イベント」を含むページをス

クラップブックに自動的に追加する．

4. 地図操作パターン抽出

本節では，ユーザがあるオブジェクトに関して手動で操作を

行い地図をスクラップブックに追加した場合にそれを他のオブ

ジェクトに適応させる手法を説明する．ユーザが観光オブジェ

クト Aについて Google 地図検索 (図 3の 1⃝)を行った後の動

作に着目する．地図操作からのユーザ意図抽出に関して，平元

ら [4]が絞込検索，比較検索，経路検索といった意図と地図操

作パターンの関係について研究している．本手法でもそれらの

地図操作パターンに基づき，ユーザの意図した地名を抽出する．

絞込検索の操作パターンを例に説明する．中心点以外の別の地

点 Xに対してセンタリング (図 3の 2⃝)およびズームインの操

作 (図 3の 3⃝)を行った後，パンやセンタリングで位置の調整

を行い，観光オブジェクト Aと地点 Xが含まれる (図 3の 4⃝)

画像を保存した．地点 X に対してセンタリングやズームイン

などの操作を行ったことでそこにユーザの興味があると推定で

き，さらに保存した領域内に存在するため，地点 Xをユーザの

興味を表すオブジェクトとして抽出する．他の観光オブジェク

ト Bにこの操作行動を適用する際，観光オブジェクト Bと地

点 Xが含まれる地図をスクラップブックに自動的に追加する．

地図操作パターン抽出の具体的なアルゴリズムは以下である．

（ 1） ユーザが，「観光オブジェクト A」をクエリとした地図

検索を行う．

（ 2） ユーザが，地点 Xをセンタリングする．

（ 3） ユーザが，地点 Xに対してズームインをする．

（ 4） ユーザが，「観光オブジェクトA」と地点 Xが地図上に

含まれるようにパンやセンタリング，ズームアウトで調整する．

図 3 地図操作の模式図

（ 5） ユーザが，「観光オブジェクト A」のスクラップブック

に地図を保存する．

（ 6） システムは，2，3の操作パターンから地点 Xを抽出

し，5の時点の地図に地点 Xが含まれるため，オブジェクト A

に関する地点として Xを抽出する

（ 7） ユーザが，「観光オブジェクト B」のスクラップブック

を作成する．

（ 8） システムは，オブジェクトＡにおけるユーザの操作パ

ターンを元に「観光オブジェクト B」と地点 Xが含まれる地図

を自動的に追加する

5. 実験と考察

5. 1 Web操作パターン抽出の実験

Web操作パターン抽出に関して考察するために以下の実験を

行った．実行環境は Google検索エンジンである．データセッ

トとして入力オブジェクト 10件，適用オブジェクト 10件とそ

れぞれのオブジェクトごとの順位とスニペットの情報，また入

力オブジェクトごとに形態素解析によって得られた単語集合を

用意した．それぞれのオブジェクトの種類の内訳は「宿泊」「社

寺」「歩く」「グルメ」「土産」「見る」「遊ぶ」「カフェ」「甘味」

の 9つとなっている．異種のオブジェクトへの適用についても

考察するため，多様なオブジェクトを用いた．あらかじめ，入

力オブジェクトごとに適当なページと，それに対しての適用オ

ブジェクトの出力ページに関しての正解 3つを決定した．入力

オブジェクト 1件に対して適用オブジェクト 10件の Scoreを

求め，計 100組み合わせの結果に対して，平均逆順位MRRに

よる評価を行う．本実験では 0.45を基準に，それ以上となった

ものを正解とした．なお，0.45は Score降順に対して平均 2.2

位の順位の時の値である．その正解とシステムの結果の差異に

ついて考察を行う．

5. 2 Web操作パターン抽出の考察

実験結果は表 1のようになった．100組み合わせ中 70組み合

わせが基準値を上回る結果となった．そのため，内容と順位に

より保存するページを特定する手法は有用であると考えられる．

基準値を下回る組み合わせに関しては，同名のオブジェクトが

複数存在する場合である．本実験では「ル・タン」や「京都タ

ワー」という名前を含んだ観光オブジェクトが他にも存在した

ために無関係のページスコアが高くなった．これは，Geo/Geo

曖昧性に関する問題であり，この曖昧性を解消することで，精

度が上がると考えられる．

5. 3 地図操作パターン抽出の実験

地図操作パターンによる地図保存に関して考察するために以



表 1 Web 操作パターン抽出の実験結果

京都ホテルオークラ 三十三間堂 平安神宮 竹林の道 ル・タン おたべ本館 京都タワー 東映太秦映画村 フランソワ喫茶室 加茂みたらし茶屋

新・都ホテル 0.57 0.55 0.47 0.28 0.61 0.57 0.23 0.57 0.48 0.55

金閣寺 0.49 0.61 0.46 0.48 0.53 0.53 0.23 0.58 0.40 0.57

清水寺 0.78 0.54 0.55 0.58 0.50 0.44 0.27 0.32 0.24 0.21

哲学の道 0.53 0.58 0.17 0.54 0.56 0.25 0.56 0.55 0.56 0.28

嵐山よしむら 0.57 0.22 0.42 0.53 0.32 0.58 0.47 0.61 0.56 0.53

祇園辻利 0.57 0.49 0.57 0.48 0.44 0.58 0.54 0.48 0.47 0.40

京都市美術館 0.58 0.61 0.48 0.21 0.56 0.61 0.57 0.44 0.56 0.28

京都国際マンガミュージアム 0.57 0.47 0.48 0.54 0.34 0.58 0.44 0.61 0.57 0.61

喫茶ソワレ 0.57 0.46 0.54 0.49 0.25 0.48 0.44 0.36 0.36 0.53

祇園きなな 0.61 0.48 0.36 0.54 0.56 0.53 0.46 0.33 0.32 0.43

図 4 三十三間堂と京都駅

図 5 金閣寺と京都駅

下の実験を行った．想定するユーザの操作として Googleマッ

プを用いてクエリ「新・都ホテル」による検索を行い，京都駅

を地点とした場合と東寺宝物館を地点とした場合のそれぞれに

対して以下を行う．地点に対してセンタリングおよびズームイ

ンの操作を行った後，パンやセンタリングで位置の調整を行い，

新・都ホテルとそれぞれの地点が含まれる画像を保存した．そ

の操作パターンを，京都駅を地点とした時の三十三間堂と金閣

寺，東寺宝物館を地点とした時の三十三間堂の 3つのオブジェ

クトに対して適応する．なお，新・都ホテルにとって三十三間

堂は地理的に近い観光オブジェクト，金閣寺は地理的に遠いオ

ブジェクトである．

それぞれの結果について述べる．図 4，5，6はそれぞれ，京

都駅を地点とした時の三十三間堂，京都駅を地点とした時の金

閣寺，東寺宝物館を地点とした時の三十三間堂への適応結果で

ある．

5. 4 地図操作パターン抽出の考察

これらについて考察する．観光オブジェクトごとに地点との

位置関係の地図を保存することができた．しかし，金閣寺と京

都駅のように地理的に遠い場合も考えられる．この時，ユーザ

は手動で保存するならば金閣寺の最寄り駅を使うと考えられる．

図 6 三十三間堂と東寺宝物館

そのため，京都駅を抽象化し，観光オブジェクトとその最寄り

の駅の地図というように，より適切な画像を保存できることが

望ましい．また，異なる駅でそれぞれ地図が保存されている場

合は，2つの駅間のアクセス方法を付与するなどのメディアを

横断したシステムが必要である．次に，図 6では，元々の検索

オブジェクトである「新・都ホテル」(図 6中の緑丸)が含まれ，

「新・都ホテル」のスクラップブックと地図の内容が大きく重

複している場合も考えられる．地図が重複している場合は枠で

囲むなどしてスクラップブック上で表示する工夫が必要である．

また，詳細検索以外の比較検索や経路検索のような他のパター

ンについてなどがあげられる．

6. まとめと今後の課題

手軽に観光情報を収集できるスマートスクラップブックシス

テムを提案した．他のオブジェクトに適用する定型的な行動の

抽出方法としてWeb操作パターン抽出と地図操作パターン抽

出を開発した．Web操作パターン抽出はユーザがあるオブジェ

クトに関してWeb 検索を行いWeb ページを保存した時のパ

ターンからキーワード含有量とページの順位というデータを抽

出し，次の観光オブジェクトに利用するものである．地図操作

パターン抽出はユーザがあるオブジェクトに関して地図検索お

よびセンタリングやズームインなどの操作をし保存した時に，

次の観光オブジェクトに利用するというものである．実験によ

り，Web操作パターン抽出としては，100組み合わせの操作の

適用において 70組み合わせが基準値を上回る結果となり，有

用性を確認した．地図操作パターン抽出の実験により，地点か

らの距離が近い観光オブジェクトへの適用を確認した．

Web操作パターン抽出では，複数のキーワードを入力した場

合や 2～3 個のページを見てから保存した場合について，2 個

目以降の手動保存スクラップブックがある場合の抽出について，

システムによって保存されてるデータの利用について，自動で



保存されたデータをユーザが修正した際のレスポンスについて

などを今後の課題とする．また，観光に関連するWebページ

のみを利用することで，Web操作パターン抽出の精度向上が可

能であると考えられる．地図操作パターン抽出では，オブジェ

クト間の距離が大きく離れている際の地点の抽象化について，

詳細検索以外の比較検索や経路検索のような他のパターンにつ

いてなどを今後の課題とする．更に，Webと地図などのメディ

アを横断した操作におけるパターンを見つけ，スクラップブッ

クの情報の追加や変更などができるシステムを構築する必要が

ある．
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